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企画展 

大倉集古館の春 

～新春を寿ぎ、春を待つ～ 

 

2024 年 1 月 23 日（火）～3 月 24 日(日) 

公益財団法人 大倉文化財団 大倉集古館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

令和 6 年の春を祝し、干支や吉祥、花鳥風月をテーマとした絵画を中心に展観いたします。 

新春の造形として、まずは末広がりの扇の作品から。不思議な縁によって大倉集古館へ収蔵された宗達派

による《扇面流図屏風》を始め、日本や中国で作られた扇絵のコレクションを展示いたします。また、本

年の干支である辰に因んだ伝説の生き物・龍をテーマにした作品も。大倉集古館だからこそ見られる中国

伝統の衣装や珍しい古代の硯などもご紹介。そして、新春から春にかけての美しい景物を描いた作品では、

名品として名高い横山大観筆《夜桜》を展示。他にも墨の諧調で春を知らせる水墨画や、彩りで春を魅せ

る着色の作品を取り上げ、新春を寿ぎ、来る春を待つ時期にふさわしい当館所蔵品をお楽しみいただきま

す。 

 

 

【展示作品】約 30 件 

 

 

 

  

《扇面流図屏風》宗達派、江戸時代・17 世紀（右隻） 
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■第１章 寿ぎの造形～扇 

扇は、先に向かって広がる「末広がり」の姿から、しだいに栄えることを意味し、おめでたい造形として

貴ばれました。第１章では、大倉集古館所蔵の日本と中国の画家による扇面画を紹介します。 

メインは宗達派の名品《扇面流図屏風》です。当初一双のうち片方だけが大倉家に所蔵されていまし

たが、不思議な縁により左右そろって大倉集古館に収蔵されることになりました。この収蔵経緯を記し

た福地源一郎筆《古屏風奇遇乃記》を併せて展示し、明治の頃から大切にされた屏風の由来をご紹介し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２章 辰年の造形～龍 

大倉集古館は、近代日本における古代中国の考古品収集の先駆けであり、また、日本では珍しい清時代

から中華民国時代にかけての衣装などを所蔵しています。これは、大倉集古館創設者の大倉喜八郎が、

時代の変化により世界へと流出する中国美術の保護や、中国の伝統文化を支援しようと考えたことに由

来します。喜八郎は、日本に京劇を紹介した重要な人物でもありました。ちょっといかめしく、太古の

雰囲気をもった考古品とともに、中国伝統衣装や、江戸時代の龍を描いた絵画を紹介します。 

 

 

 

 

  

《扇面流図屏風》宗達派、江戸時代・17 世紀（左隻） 

《蟒袍》清時代末～中華民国時代・20 世紀 《蜆子和尚・龍虎図》曽我二直庵筆、江戸時代・

17 世紀 

 

《青緑山水図》（《清朝名人便面集珍》のうち） 

赫奕（1655～1731）筆、中国、清時代・17～18 世紀 
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■第３章 季節の造形～雪・梅・桜の絵画 

新春から春にかけての季節を感じさせる花木図を中心に展示をいたします。お正月が過ぎ、静かに春の気

配を感じさせる梅の作品や、大倉集古館の名品として名高い横山大観筆《夜桜》を中心に、新春を寿ぎ、

来る春を待つ時期にふさわしい作品を展示いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第４章 めでたさの造形～工芸品 

色絵陶磁の《色絵芙蓉手花鳥図大皿》や、正倉院宝物の修理を行ったことでも知られる名工・木内半古の

《四君子象嵌重硯箱》、半古の遠縁にあたる保坂なみによる愛らしい明治の日本刺繍を展示します。可愛ら

しくも、美しい、めでたさや季節を感じさせる名工たちによる工芸品をご覧ください。 

 

  

《夜桜》横山大観筆、昭和 4 年（1929） 

《色絵芙蓉手花鳥図大皿》伊万

里、江戸時代・18 世紀 

《四君子象嵌重硯箱》木内半古作、

昭和 6 年(1931) 
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【展覧会名】企画展 大倉集古館の春 ～新春を寿ぎ、春を待つ～ 

 

【会期】2024 年 1 月 23 日（火）～3 月 24 日(日)  

【開館時間】 10：00～17：00（入館は 16：30 まで） 

【休館日】  毎週月曜日（休日の場合は翌火曜日） 

【入館料】  一般 1,000 円、大学生・高校生 800 円、中学生以下無料 

       ※同会期中のリピーターは 200 円引き 

       ※20 名様以上の団体は 100 円引き 

       ※障がい者手帳、被爆者手帳をご提示の方とその同伴者 1 名は無料 

※お着物（和装）でご来館の方は 200 円引き（割引併用不可） 

       ※ミュージアムパスポート 5,500 円 

       ※オークラ東京とのセット鑑賞券（ランチセット 5,500 円、茶菓セット 3,000 円） 

【主催】   公益財団法人 大倉文化財団 大倉集古館 

【協力】   株式会社ホテルオークラ、特種東海製紙株式会社、大成建設株式会社 

 

【会場】   公益財団法人 大倉文化財団 大倉集古館 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2-10-3（オークラ東京前） 

TEL:03-5575-5711 

https://www.shukokan.org/ 

 

【アクセス】  

・東京メトロ南北線 六本木一丁目駅中央改札口（泉ガーデン方面）より 5 分 

・東京メトロ日比谷線 神谷町駅 4b 出口より 7 分 

・東京メトロ銀座線・南北線 溜池山王駅 13 番出口より 10 分 

・東京メトロ銀座線 虎ノ門駅 3 番出口より 10 分 

・東京メトロ日比谷線 虎ノ門ヒルズ駅 A2 出口より 8 分 
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【イベント】 

■担当学芸員によるギャラリートーク 

日時：2/2（金）、2/22（木）、3/19（火）各 14：00 から（約 1 時間） 

担当：四宮美帆子（当館主任学芸員） 

会場：大倉集古館 展示室 1 階展示室 EV 前にお集まりください。 

お申込み：不要（ただし入場には入館券が必要です） 

 

 

■戸室玄ピアノ・リサイタル～音楽と美術の夕べ～ 

日時：2 月 13 日（火）18：30 開演 

出演：戸室玄 

会場：大倉集古館 展示室 

料金：3,500 円（含入館料） 

定員：70 人（事前申込制、先着順・全席自由） 

お申込み：大倉集古館 TEL:03-5575-5711（月～金 10:00~17:00） 
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企画展   

大倉集古館の春－新春を寿ぎ、春を待つ 

広報用画像申請書 

---------------------------------------------------------------------------------- 

宛先：大倉集古館   学芸部 四宮美帆子 宛        
FAX：03-5575-5712、E-mail：shinomi●shukokan.org （●を＠に変えてく

ださい） 

---------------------------------------------------------------------------------- 

■図版使用に際しての注意 

・本展覧会の紹介を目的とする内容にのみご使用ください。 

・ご申請いただいた記事・番組に限り、本展の広報用画像の使用が可能です。 

・使用後のデータは破棄してください。・ウェブ上で使用する場合は、コピーガードを施してください。 

・画像への文字のせ、加工などを希望する場合はご相談ください。（余白のトリミングは可能です） 

・図版使用の際は必ず作品キャプションを載せてください。 

・画像使用の掲載誌や放送 DVD は 1 部ご送付ください。 

 

希望 No 作品 

 １ 《扇面流図屏風》宗達派、江戸時代・17 世紀 

 ２ 《青緑山水図》（《清朝名人便面集珍》のうち）赫奕（1655～1731）筆、中国、清時代・17～18 世紀 

 ３ 《蜆子和尚・龍虎図》曽我二直庵筆、江戸時代・17 世紀 

 ４ 《蟒袍》清時代末～中華民国時代・20 世紀 

 ５ 《夜桜》横山大観筆、昭和 4 年（1929） 

 ６ 《梅鶯図》狩野常信筆、江戸時代・17 世紀 

 ７ 《色絵芙蓉手花鳥図大皿》伊万里、江戸時代・18 世紀 

 8 《四君子象嵌重硯箱》木内半古作、昭和 6 年(1931) 

すべて大倉集古館蔵 

 

ご住所  

貴社名  

ご担当者名  

TEL/FAX TEL:                     FAX: 

E-mail  

媒体名  

発行放送予定日  
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